
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

   

   

 

       

 

       

 

 
(％表示は、対前期増減率) 
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問合せ先責任者 (役職名) 広報担当取締役 (氏名) 浅井 孝男 (TEL)(03)5606-3111

四半期報告書提出予定日 平成24年11月14日 配当支払開始予定日 平成24年12月５日

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無

四半期決算説明会開催の有無 ：無  

(百万円未満切捨て)

１．平成25年３月期第２四半期の連結業績（平成24年４月１日～平成24年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年３月期第２四半期 15,129 20.5 2,241 118.9 2,687 84.4 1,654 91.4
24年３月期第２四半期 12,556 △6.5 1,023 △33.9 1,457 △23.4 864 △20.3

(注) 包括利益 25年３月期第２四半期 1,733百万円( 144.9％) 24年３月期第２四半期 707百万円(△39.7％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益
円 銭 円 銭

25年３月期第２四半期 48.78 -
24年３月期第２四半期 25.47 -

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年３月期第２四半期 96,284 72,464 74.9
24年３月期 94,761 71,233 74.9

(参考) 自己資本 25年３月期第２四半期 72,142百万円 24年３月期 70,992百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年３月期 - 10.00 - 10.00 20.00

25年３月期 - 10.00

25年３月期(予想) - 10.00 20.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,600 14.2 5,000 6.6 5,550 △2.2 3,150 8.9 92.86

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



  

 

     

     

   

   

   

   

 

 

 

 
  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。
   詳細は、添付資料５ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 (3)会計方針の変更・会計上の見
   積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年３月期２Ｑ 33,952,089株 24年３月期 33,952,089株

② 期末自己株式数 25年３月期２Ｑ 42,252株 24年３月期 41,125株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期２Ｑ 33,910,289株 24年３月期２Ｑ 33,923,274株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
 業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、実際の業績は予想と異なる場合があり
ます。なお、業績予想に関する事項につきましては、４ページをご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

【コンピュータシステム事業】 

主力のコンピュータシステム事業におきましては、会計事務所を核に全国の中小企業から成る当社マーケットのさ

らなる活性化とシェアの拡大に向けて、『サイバー会計事務所』構想を推進しており、加えて前期からは「JDL Entry 

Innovation構想」を打ち出し、会計事務所におけるデータ入力作業の革新に取り組んでおります。 

当期におきましては、厳しい経済環境下、先々に不安を募らせる会計事務所のニーズに合致し、前期より当社の主

力商品へと成長した５年保証型商品（５年間にわたり製品保証およびアフターサポート保証等を受けられる会計事務

所向け商品）を販売の基軸に据え、収益の向上に取り組んでおります。また当上半期におきましては、新しい会計事

務所スタイルとして「モバイル会計」を提唱し、これに対応した製品の開発と拡販に取り組んでまいりました。４月

には、スマートフォンやタブレット等の携帯端末で外出先から会計事務所内の会計・税務データに手軽にアクセスで

きる画期的なネットワークサーバー「JDL SERVER AZe」を開発し、販売を開始しました。 

また当期は、将来の収益基盤を確立すべく、新規会計事務所の開拓を加速するための取り組みをより一層強化して

おります。４月には、複数のPCで業務を運営する会計事務所に対して一元的なシステム環境をもたらし、事務所全体

の運用管理を格段に効率化するネットワークサーバー「JDL SERVER組曲G」を開発し、販売を開始しました。さらに

７月には、当社がハードウエアメーカーとして長年培ってきた高度な技術を駆使し、手持ちのPCにアタッチメント感

覚で追加するだけで、ネットワークサーバーの機能を付加できるネットワークアプライアンス製品「JDL NETHUB」を

新たに開発し、販売を開始しました。 

その結果、会計事務所向けの販売は当初の予想を上回る堅調さで推移し、売上高は97億63百万円（前年同四半期

比12.9％増）、損益面では経常利益24億80百万円（前年同四半期比30.7％増）と、増収増益となりました。 

なお今後、下期11月からは、これまで日本中の税理士によって磨き抜かれ、信頼性を博しているＪＤＬ税務ソフト

各種を、SaaS方式による「JDL IBEX税務net」として提供を開始し、新規会計事務所の開拓をより強力に進めてまい

ります。 

【定期航空運送事業】 

定期航空運送事業におきましては、本年７月にCRJ700型機１機を追加導入し、新たに福岡－宮崎線、大阪（伊丹）

－宮崎線、名古屋（中部）－福岡線に展開しました。また前年同期は、震災により東北地方発着便を中心に大幅な減

便を余儀なくされたことから業績が低迷しましたが、当期は回復し、７月以降の新路線も含め総じて堅調に推移しま

した。 

この結果、売上高は53億66百万円（前年同四半期比55.5％増）と、当初の予想は下回ったものの増収となり、損

益面では経常利益２億７百万円（前年同四半期は経常損失４億31百万円）と、黒字基調を回復しました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高151億29百万円（前年同四半期比20.5％増）、営業利益

22億41百万円（前年同四半期比118.9％増）、経常利益26億87百万円（前年同四半期比84.4％増）、四半期純利益

16億54百万円（前年同四半期比91.4％増）となりました。 

株式会社日本デジタル研究所（6935）　平成25年３月期　第２四半期決算短信

2



 

 

セグメント別の業績は次のとおりとなっております。 

当第２四半期連結累計期間 

売上高 前年同四半期比 経常利益 前年同四半期比
セグメントの名称 

（百万円） （％） （百万円） （％） 

コンピュータシステム事業 9,763 12.9 2,480 30.7

ＬＳＩ事業 － － － －

定期航空運送事業 5,366 55.5 207 －

航空機使用事業 － － － －

なお、ＬＳＩ事業及び航空機使用事業につきましては、連結業績ならびに連結財政状態に与える影響が僅少であ

ることから、第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期の財政状態は、次のとおりであります。 

総資産は前連結会計年度末と比較して15億22百万円増加し、962億84百万円となりました。 

増減の主なものは、流動資産では現金及び預金が12億17百万円増加、有価証券が20億８百万円減少しております。

固定資産では、リース資産が21億71百万円、投資有価証券が22億35百万円それぞれ増加しております。 

流動負債では、１年内返済予定の長期借入金が７億19百万円増加、未払金が21億86百万円減少しております。固

定負債では、長期借入金が９億６百万円減少、リース債務が19億12百万円増加しております。 

純資産の部では、利益剰余金は11億52百万円増加したものの、自己資本比率は74.9％と増減はありませんでした。 

 

キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は163億６百万円（前年同四半期比19億21百万円10.5％

減）となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

税金等調整前四半期純利益が26億81百万円（前年同四半期比12億31百万円84.9％増）で、減価償却費13億77

百万円の非資金取引項目があり、売上債権１億12百万円の増加、法人税等の支払額13億36百万円の支出がある一方、

利息等の受取による３億89百万円の収入があり、33億83百万円の収入（前年同四半期比６億16百万円22.3％増）

となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

定期預金の払戻による20億円の収入、投資有価証券の売却及び償還による47億円の収入がある一方、定期預金の

預入による44億94百万円の支出、投資有価証券の取得による80億円の支出、リース資産、自社製品の取得による

12億77百万円の支出があり、50億75百万円の支出（前年同四半期比62百万円の支出）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

長期借入金の返済による１億69百万円の支出、リース債務の返済による７億37百万円の支出及び配当金の支払い

による３億39百万円の支出があり、12億48百万円の支出（前年同四半期比２億87百万円18.7％減）となりました。 

通期におきましても、キャッシュ・フローを重視した経営を進め、財務体質の一層の強化を着実に進めていく所存

です。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

連結売上高は当初予想の範囲内で推移していることから、通期の業績予想は平成24年５月14日の発表時から変更

はありません。利益面におきましては、第２四半期累計期間で当初の予想を上回る実績となりましたが、下半期は新

規顧客の開拓を加速させるべく、販売費及び一般管理費の投入を当初計画よりさらに積極化させていく見通しである

ことから、売上高と同様に通期の業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産につきましては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。 
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（４）継続企業の前提に関する注記 

当第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

該当事項はありません。 

（５）セグメント情報等 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 
報告セグメント  

コンピュータ 

システム事業 
定期航空運送事業 合計 

調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額(注)２ 

売上高      

外部顧客に対する売上高 8,651,895 3,450,903 12,102,798 － 12,102,798

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
8,426 － 8,426 △8,426 －

合計 8,660,321 3,450,903 12,111,224 △8,426 12,102,798

セグメント利益又は損失（△） 1,902,495 △431,125 1,471,370 2,160 1,473,531

 (注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 
報告セグメント  

コンピュータ 

システム事業 
定期航空運送事業 合計 

調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額(注)２ 

売上高      

外部顧客に対する売上高 9,763,531 5,366,172 15,129,703 － 15,129,703

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
4,720 － 4,720 △4,720 －

合計 9,768,252 5,366,172 15,134,424 △4,720 15,129,703

セグメント利益 2,480,200 207,347 2,687,547 △540 2,687,007

 (注) １．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結会計期間から「ＬＳＩ事業」及び「航空機使用事業」の報告セグメントを廃止しております。 
これは、第１四半期連結会計期間より、各セグメントを単独で構成している連結子会社２社（アイベックステ

クノロジー㈱及びアイベックスアビエイション㈱）を連結の範囲より除外したことによるものであります。 
これにより、第１四半期連結会計期間より「コンピュータシステム事業」及び「定期航空運送事業」の２つの

報告セグメントとなっております。 
なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成し記載しており

ます。 
また、会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載したとおり、法人税法の改正に伴

い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人

税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方

法に変更しております。 
これによる、各セグメント利益への影響は軽微であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 
該当事項はありません。 
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５．補足情報 

販売実績 

当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 
販売高 

（千円） 

前年同四半期比

（％） 

ハードウエア 5,605,316 53.5 

ソフトウエア 1,921,803 △22.8 製品 

小計 7,527,120 22.6 

商 品 520,989 △13.0 

保 守 1,255,316 △17.2 

Ｗｅｂサービス 460,105 16.4 

コンピュータ 

システム事業 

合計 9,763,531 12.9 

定期航空運送事業 5,366,172 55.5 

総 合 計 15,129,703 20.5 

（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。 

     ２．金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 
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